
資料　４
地　震　動　・　津　波　に　関　す　る　検　討　の　流　れ

作 業 項 目 作業内容など H１４年３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月

（想定東海・）東南海・南海地震
震源モデルの作成 地震調査研究推進本部の震源モデルの検討

プレート形状と断層位置
セグメント分割
アスペリティ分布
断層パラメタ
断層パラメタの修正

キャリブレーションデータの収集･整理 宝永地震・安政南海地震など

経験的手法による震度予測 断層破壊の連動性を考慮した５ケース

長周期波動　（構造物周期が問題となる場合のみ） 差分法による長周期波形計算　

短周期波動

非線形計算方法の検討 非線形計算物性値モデル化の検討
計算アルゴリズムの検討

波　形　計　算 非線形計算と等価線形計算との比較
工学的基盤までの線形波形計算
表層地盤での波形計算

地盤モデルの作成
深部地盤モデル

地震基盤の評価（Vs=３Km/s層上面） 大規模弾性波探査、微動探査、深層ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞデータ等の収集
主要断面での地質断面図作成

地震基盤以深の構造（速度、Q値） 気象庁震源決定の速度構造、自然地震解析によるQ構造

地震基盤から工学的基盤までのモデル
工学的基盤の評価（Vs=700m/s層上面） 探査結果と地質構造の対比、中間速度層の評価（Vp～Vsの関係)

Q構造に関わる文献資料収集、自然地震解析

表層地盤モデル（工学的基盤以浅） 33府県の地震動予測調査結果・表層地盤図の収集

ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ・PS検層結果の収集およびデジタル化

各土質ごとの非線形特性データの収集・整理

微地形区分の改良 微地形区分の修正（「不明」、「その他」の再区分）

内 陸 部 の 地 震
シナリオ検討のための地震断層の検討

検討すべき地震断層の選定　（大都市圏近傍の断層）

震源断層の位置およびマグニチュード　（推本の成果参考）

経験式による地表震度分布の予測

予防対策のための震度評価
検討のための過去の被害地震の選定　（兵庫県南部地震、濃尾地震、福井地震）

選定された地震の震度分布などの整理

予防対策のための工学的な基盤での震度評価

予防対策のための地表震度評価

津　　　波
海底地形

地形データ収集（水路部、USGS,海の基本図等）　デジタル化
陸地地形

地形データ収集（数値地図デジタルデータ、河床標高データ）　デジタル化

沿岸構造物 対象府県の海岸構造物データ収集

メッシュデータ作成 メッシュモデル化

波源モデル 断層位置、断層変位の検討　（推本の成果を参考）　副断層、枝分かれ断層

津波計算 断層破壊の連動性を考慮した５ケースの計算

キャリブレーションデータ収集･整理 歴史地震の津波波高分布資料の収集･整理　（宝永地震、安政南海地震ほか）

初期震源モデルの作成

経験的手法による震度予測
（修正前微地形区分：５ケース）

経験的手法による震度予測
（修正後微地形区分：５ケース）

短周期波形計算

５ケースの強震動波形計算 最終の震源モデルと地盤モデルで
の強震動波形の計算（５ケース）

地表震度分布の予測

工学的基盤での震度評価(AVS30等)

地表での震度評価
各府県の結果
との比較・評価

最終地盤モデルでの
評　　価

大縮尺での津波計算
(沿岸部での概略の波高分布）

海岸構造物データの
デジタル化

実績波高分
布との比較

工学的基盤以深の３次元速度
構造モデル構築

３次元地盤
モデル確定

重力探査結
果等との比較
検証・修正

表層地盤モデル構築
３３府県表層地盤図のレヴュー、ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ・PS検層データ収集･整理など

（速度層ﾓﾃﾞﾙ、地盤増幅率、非線形特性）

修正微地形区分、
区分毎のAVS30

最終震源モデルの確定

最終地盤モデルの確定

最終微地形
区分の確定

経験的手法による震度予測
（最終の微地形区分：５ケース）

地盤モ
デルや
微地形
区分の
修正

地表震度分布の予測

必要とあれば特定地域での波形計算

断層パラメタの設定

波源モデル修正

修正波源モデルでの50mメッシュでの遡上計算
（５ケース）

最終波源モデルでの50mメッシュでの
遡上計算　　（５ケース）

最終波源モデルの
確　　　定

地震の震源分布
地形地質情報
推本のデータ収集等

震度分布比較

震源モデル修正

非線形計算アルゴ
リズムの検討･確定

代表地域での比較計算により
手法確定　（非線形＆等価線形）

震度分布
　比　較

震
源
モ
デ
ル
修
正

地形地質条件などを考慮した
微地形区分の改良

地震動計算結果の評価に
よる地盤モデルの修正

地震動計算結果の評価に
よる微地形区分の修正

大都市圏に関係する震源断層の選定

断層位置・ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞの決定

各府県の
予測結果
との比較

微地形区
分の修正

選定地震の震度分布などの評価

微地形区
分の修正

地形データの
コンパイル

初期波源モデルの検討

詳細計算領域の選定
海岸構造物資料収集

歴史地震の津波
波高分布

実績波高
分布との
比較

差分法での長周期波形計算(5ケース）

歴史地震の震度分布
などの整理



被害想定、防災対策の検討の流れ
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平成１３年 平成１４年 平成１５年

３月10月 11月 12月 １月７月 ８月 ９月 ２月11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月

実施方針の検討
被害想定手法の

検討
データ収集・ＤＢ構築
計算システム開発

被害想定の
概案検討

被害想定
案

■被害想定の試算
　・地震動による建物全壊数
　・津波浸水に伴う家屋被害
　・津波による波及被害リスクの検討
　・人的被害（死者数、負傷者数）

簡易地震動計算結果
地震動計算結果

（震度、液状化、津波浸水深）

（暫定値）

（確定値）

地震動・津波波高予測の流れ

被害想定の流れ

予防対策の検討

緊急的な応急対策の検討

予防対策課題の抽出

応急対策課題の抽出

防災対策検討の流れ

■被害想定の試算
　・地震動による建物全壊数
　・火災焼失家屋数
　・津波浸水に伴う家屋被害
　・津波による波及被害リスクの検討
　・人的被害（死者数、負傷者数）
　・その他（帰宅困難者　文化財、ライフライン等）

■危険度評価の検討
　・建物危険度（震動被害）
　・火災出火危険度
　・火災延焼危険度
　・人的危険度

被害想定のアウトプット

■シナリオ型被害想定

近畿大都市圏分科会における審議

中京大都市圏分科会における審議

専門調査会における審議

■既往災害の教訓の整理、
政府、自治体の提言整理

■地震被害特性概要の分析
・短周期地震動被害発生特性に関する検討っっｌ
・やや長周期地震動被害発生特性に関する検討
・地震津波被害発生特性に関する検討いいいいｌ

■防災対策の枠組みの検討
・委員・学識者ヒアリングによる課題抽出
・東南海、南海地震特有の課題の検討ｋ
・大都市地域特有の課題の検討kkkkkkk
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